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2回裏、日本製鋼所広島の攻撃二本のヒットとワイルドピッチから 1点を失い 0-1。 

3回裏には 1番にセンター前ヒットを許し、続く二者連続四球で無死満塁、ここで 4番原に 

ホームランを打たれ 0-5とリードを許す苦しい展開。 

環太平洋大学は 4回まで 7安打を放つものの無得点。 

迎えた 5 回表、この回先頭の 1 番大橋が三遊間を破るレフト前ヒットで出塁、続く 2 番望

岡遥が四球を選び無死 1.2 塁。3番和田は 0-2からセンター前にタイムリーヒットを放ち 1-

5。 

4 番植田も 1-1 からライト前にタイムリーヒットで 2-5。1 死となり 6 番有村が 2-2 から粘

った 6 球目をセンターバックスクリーンへスリーランホームランを放ち 4-5。7番中村が四

球で出塁、次打者が倒れ 2死 1塁から 9番代打高田が内野安打で 2死 1.3 塁。1番に帰りこ

の回 2 度目の打席の大橋がセカンド内野安打で代走井畑がホームを踏み 5-5 の同点、ここ

で失策が絡み髙田もホームを踏み 6-5と逆転に成功。 

6 回裏の日本製鋼所広島の攻撃はこの回先頭の 8 番沖野に初球をレフトスタンドに運ばれ

7-6と 1点差。 

7回表は 6番有村が内野安打で出塁し、続く井畑がレフト前で 1.3塁から盗塁で 2.3塁。 

続く 8 番望岡海も内野安打で続き無死満塁、後続が 2 者連続三振となり２死満塁。ここで

2 番望岡遥が 1-0 からレフトオーバーのタイムリースリーベースヒットを放ち 3 点を追加

し 10-6。 

7回裏の日本製鋼所広島の攻撃は 1死からヒットを許しここで大岡から藤田に継投し後続 

を抑え１回戦を突破した。 

 

倉永 2回 0/3 

4四球 被安打５ 失点５ 暴投３ 奪三振２ 被本塁打１ 

大岡 3 回４/3 

1四球 被安打６ 失点１ 暴投０ 奪三振７ 被本塁打１ 

藤田 2/3 

 

 

 


